
作成責任者事業名 独立行政法人国立美術館運営費交付金に必要な経費 担当部局庁 文化庁

事業番号 0384

　　　　　　　　　　　　　平成２３年行政事業レビューシート　　　　(文部科学省)

政策課長
大木　高仁

会計区分 一般会計 施策名 ⅩⅡ－１　芸術文化の振興

事業開始・
終了(予定）年度 平成13年度 担当課室 政策課

22年度 23年度

根拠法令
（具体的な

独立行政法人国立美術館法　第3条 関係する計画、通知等 中期目標、中期計画、業務方法書

事業の目的
（目指す姿を簡潔に。3行

程度以内）

　美術館を設置して、美術（映画を含む。）に関する作品その他の資料を収集し、保管して公衆の観覧に供するとともに、これに関連する調査及び研究並びに教育及び普及の
事業等を行うことにより、芸術その他の文化の振興を図ることを目的とする。

補正予算 0

事業概要
（5行程度以内。別添可）

　国立美術館は、東京国立近代美術館、京都国立近代美術館、国立西洋美術館、国立国際美術館及び国立新美術館を設置し、それぞれの美術館の理念、目的に基づいた
調査結果や研究成果を基に、多様な鑑賞機会の提供としての展示事業や教育普及・研修事業、美術（映画を含む。）に関する作品その他の資料の収集・保管・修理等の事業
を有機的・体系的に行う。

実施方法 □直接実施　　　　　　　□業務委託等　　　　　　　□補助　　　　　　□貸付　　　　　　　■その他

予算額・
執行額

（単位:百万円）

20年度 21年度

0

24年度要求

予算
の状
況

当初予算 5,790 5,773 5,859 5,973 5,724

繰越し等 0 0 0

0 0 0

5,973 5,724

執行額 5,790

計 5,790 5,773 5,859

5,773 5,859

成果実績

 ・多様な鑑賞機会の提供など
【所蔵作品展（目標値）】
　平成20年度：展示替回数25回、開催日数1,264日、入館者数1,201,234人(884,000人）
  平成21年度：展示替回数24回、開催日数1,082日、入館者数844,672（709,000人）
　平成22年度：展示替回数22回、開催日数1,166日、入館者数1,051,827人（823,000人）
【企画展（目標値）】
　平成20年度：開催回数40回、開催日数1,717日、入館者数3,076,557人(2,342,400人）
  平成21年度：開催回数36回、開催日数1,778日、入館者数3,582,458（2,519,000人）
　平成22年度：開催回数41回、開催日数1,623日、入館者数3,450,921人（2,196,400人）
・国民の美的感性の育成
　【幅広い学習機会の提供（講演会、ギャラリートーク、アーティストトーク等）】
　平成20年度：実施回数694回、参加者数合計48,940人
　平成21年度：実施回数766回、参加者数合計52,354人
　平成22年度：実施回数667回、参加者数合計41,483人

執行率（％） 100.0% 100.0% 100.0%

成果指標 単位 20年度 21年度
目標値

（　　年度）

23年度活動見込

○美術振興の中心的拠点としての多彩な活動展開
・常設展（所蔵作品展）は、各館の特色を充分に発揮した
ものとする
・企画展は、研究成果に基づくとともに、海外の主要美術
館との連携等に留意して実施する。目標開催回数は、25
～31回とする。
・幅広い学習機会を提供し、年間の平均参加者数が前中
期目標期間の年間平均（15,307人）を上回るよう参加者数
の増加に取り組む。

○ナショナルコレクションの形成・継承
　　・体系的・通史的にバランスのとれた
　　　所蔵作品の充実を図る

成果実績

【美術作品の収集】
平成20年度：購入点数311点、寄贈点数427点、
平成21年度：購入点数400点、寄贈点数229点、
平成22年度：購入点数286点、寄贈点数386点、
【映画フィルムの収集】
平成20年度：購入本数375本、寄贈本7,671本、
平成21年度：購入本数1,194本、寄贈本数1,648本、
平成22年度：購入本数413本、寄贈本数852本、

○美術活動全体の全体の活性化に寄与する。
　・国内の公立美術館への所蔵作品の
　　貸与等に可能な限り取り組む。
　・所蔵作品等に関する調査研究の成果を
　　多様な方法により積極的に公表する

○美術振興の中心的拠点としての多彩な活動展開
   ・多様な鑑賞機会の提供など
 　・国民の美的感性の育成

活動指標及び
活動実績

（アウトプット）

【所蔵作品展について】
東京国立近代美術館：本館では近代美術の流れが概観できるように展示し，工芸館では工芸
の歴史や特定のテーマに沿った展示を行っている。
京都国立近代美術館：特定のテーマに沿った特集展示や企画展に関連した小企画展を所蔵作
品展として開催した。
国立西洋美術館：松方コレクションを中心に，西洋美術の流れが概観できる展示を行った。
国立国際美術館：我が国と世界の現代美術の新しい動向をわかりやすく展示した。

目標入館者数

（2,049,600
人）

【企画展について】主な企画展
・５館共同企画展「「陰影礼讃－国立美術館コレクションによる」（平成22年9～10月）
　東京国立近代美術館：「ゴーギャン展」（平成21年7月～9月）
　京都国立近代美術館：「上野伊三郎＋リチ コレクション展－ウィーンから京都へ，建築から工
芸へ」（平成21年1月～2月）
　国立西洋美術館：「ルーヴル美術館展 17世紀ヨーロッパ絵画」（平成21年2月～6月）
　国立国際美術館：「塩田千春 精神の呼吸」（平成20年7月～9月）
　国立新美術館：「オルセー美術館展2010「ポスト印象派」」（平成22年5月～8月）

【美術館における教育普及事業】
　美術館における教育普及事業の重要性に鑑み，調査研究の成果に基づき，展覧会に合わせ
た講演会やシンポジウム等，美術の理解の促進・普及を目的とした取組を実施している。
  東京国立近代美術館：所蔵作品展内で作家が自作について語る「アーティスト・トーク」（平成
17年度から）や同じく所蔵作品展内で特定のテーマに基づき研究員が語る「キュレーター・トー
ク」（平成18年度から）等を継続的に実施している。
　京都国立近代美術館：美術家教育学会､鑑賞教育研究プロジェクトとの共催により「2010美術
科教育学会地区研究会〈フォーラムin京都〉美術鑑賞の問題－みる・つくる，そして状況－」（平
成22年12月）などを行っている。
　国立西洋美術館：「ＦＵＮ　ＤＡＹ」においては，常設展に関連するプログラムに加え，建築に関
連したツアーやトーク，版画のデモンストレーションなどを行っている。
　国立国際美術館：新築移転5周年記念シンポジウムとして「絵画の時代－ゼロ年代の地平か
ら」（平成22年1月）等を開催している。
　国立新美術館：美術雑誌の編集方針や編集にまつわるエピソードをシリーズで紹介した「講演
会「シリーズ 美術雑誌と戦後美術－創り手たちの証言」」（平成22年2月以降6回開催）などを開
催している。

○ナショナルコレクションの形成・継承
・以下に掲げる各館の収集方針に沿って、体系的・通史的
にバラスのとれた所蔵作品の蓄積を図る。
１）東京国立近代美術館：美術・工芸に関しては近代美術
全般の歴史的な常設展示が可能となるよう収集する。映
画フィルム等に関しては、残存するフィルムの収集に努め
る。
　２）京都国立近代美術館：京都を中心とする関西ないし
西日本に重点を置く。
　３）国立西洋美術館：松方コレクションを中心とした近代
フランス美術等を収集する。
　４）国立国際美術館：1945年以降の国内外の先端的な
美術を中心に体系的に収集する。

活動実績

（当初見込み（第１
期平均）

１）東京国立近代美術館：下村観山《唐茄子畑》，ジョルジュ・ブラック《女のトルソ》，橋本真之
《果樹園－果実の中の木もれ陽，木もれ陽の中の果実》，マリアン　ネ・ブラント《ティーセット》，
柴田常吉監督『紅葉狩』，幸内純一監督『なまくら刀』などを収集した。
２）京都国立近代美術館：オディロン・ルドン《若き日の仏陀》，岡本神草《挙を打てる三人の舞
妓》などを収集している。
３）国立西洋美術館：ディルク・バウツ派《悲しみの聖母》，ヴィルヘイム・ハンマースホイの典型
作《ピアノを弾く妻イーダのいる室内》などを収集した。
４）国立国際美術館：モーリス・ルイス《Nun》，荒川修作《抗生物質と子音にはさまれたアイン
シュタイン》などを収集した。

―

活動指標

活動実績

（当初見込み（第１
期平均）

単位 20年度 21年度 22年度

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

成果実績

【作品の貸与】
平成20年度：貸出件数212件、貸出点数1,499点、
平成21年度：貸出件数197件、貸出点数1,825点、
平成22年度：貸出件数189件、貸出点数1,318点、
【映画フィルム等の貸与】（東京国立近代美術館フィルムセンター）
平成20年度：貸出件数88件、貸出点数314点、
平成21年度：貸出件数82件、貸出点数242点、
平成22年度：貸出件数71件、貸出点数181点、
【研究紀要、学術雑誌、展覧会刊行物、学会等発表、雑誌等論文掲載での発信】
平成20年度：展覧会図録36件、研究紀要3件、館ニュース31件、所蔵品目録0件、パンフレット・
ガイド等22件、その他5件、学会等発表39件、雑誌等論文掲載57件
平成21年度：展覧会図録38件、研究紀要3件、館ニュース33件、所蔵品目録1件、パンフレット・
ガイド等18件、その他6件、学会等発表51件、雑誌等論文掲載63件
平成22年度：展覧会図録36件、研究紀要3件、館ニュース36件、所蔵品目録1件、パンフレット・
ガイド等18件、その他9件、学会等発表48件、雑誌等論文掲載53件

22年度

達成度 ％ 100%



単位当たり
コスト 算出根拠－ －

○美術活動全体の全体の活性化に寄与する。
 　・所蔵作品について、その保存状態を勘案しつつ、国内
外の美術館・博物館等に対して貸与等を行う。
 　・所蔵画作品等に関する調査研究の成果を研究紀要，
インターネット等を活用して広く発信する。また，各種セミ
ナー・シンポジウムを開催する。

活動実績

（当初見込み（第１
期平均）

　貸出先における展覧会計画の意義にも留意しつつ，自館における展示計画との調整や作品
状況のチェック等を行った上で，所蔵作品の貸与等を実施した。
　【主な貸与先】
　東京国立近代美術館：古賀春江《海》他48点を「新しい神話が始まる。古賀春江の全貌」展
（平成22年度／石橋美術館，神奈川県立近代美術館）などに貸与した。
　京都国立近代美術館：アンリ・マティス《鏡の前の青いドレス》を「大戦前のマティス」展（平成
21年度／ティセン・ボルネミサ美術館）などに貸与した。
　国立西洋美術館：マドリードのティッセン美術館主催による「エロスの涙」展および「モネと抽
象」展（平成21年度）三菱一号館美術館の開館記念展「マネとモダン・パリ」（平成22年度）
　国立国際美術館：リュック・タイマンス《教会》を「Luc Tuymans」展（平成21～22年度／サンフラ
ンシスコ近代美術館，シカゴ現代美術館）などに貸与した。
　【所蔵作品等に関する調査研究成果の発信】
　所蔵作品等に関する調査研究の成果について，継続的に，国立美術館各館における各展覧
会の展示構成や図録等に反映されるとともに，学会等での発表や学術雑誌等での論文発表と
して発信されている。あわせて，所蔵作品等に関するセミナーやシンポジウムの開催等を行って
いる。
各館の主な取り組みは下記のとおりである。
東京国立近代美術館：「MLA＋E試論－独立行政法人国立美術館における情報〈連係〉再論」を
アート・ドキュメンテーション学会（平成20年6月）で発表した。また東京国立近代美術館工芸館
では，デザイン史学研究会（平成22年3月）で，「国井喜太郎の国有工芸論：1930年代における
『日本的なもの』とモダンデザイン」を発表した。東京国立近代美術館フィルムセンターでは，日
本学術会議（平成22年1月）で，「映像アーカイブとメディア文化
財の活用」について発表した。
京都国立近代美術館：関西で初めて開催された明治美術学会（平成22年7月）で，「関西の近代
美術事情 京都」を発表した。
国立西洋美術館：『市場のための紙上美術館 19世紀フランス，画商たちの複製イメージ戦略』
（平成21年6月､三元社刊）により当館研究員が第27回渋沢・クローデル賞・ルイ・ヴィトンジャパ
ン特別賞を受賞した。
国立国際美術館：シンガポールで開催された第５回アジア次世代キュレーター会議において，
「New Media Art in Curatorial Practice:Japanese New Media Art in Hanoi」を発表した。
（平成21年11月6日）
国立新美術館：モスクワで開催されたシンポジウム「ロシアにおける日
本美術研究」（平成22年2月）において，日本の現代美術の状況を概
観した「戦後日本の現代美術－その国際性をめぐって」を発表した。

―

(                )

主な増減理由平
成
2
3
・
2
4
年
度
予
算
内
訳

費　目 23年度当初予算 24年度要求

独立行政法人国立美
術館運営費交付金

5,973 5,724 業務の効率化による減

計 5,973 5,724

事業所管部局による点検

評 価 項　　　目 特記事項

目
的
・
予

算
の
状
況

○ 広く国民のニーズがあり、優先度が高い事業であるか。

○ 国が実施すべき事業であるか。地方自治体、民間等に委ねるべき事業ではないか。

― 不用率が大きい場合は、その理由を把握しているか。

○ 単位あたりコストの削減に努めているか。その水準は妥当か。

○ 受益者との負担関係は妥当であるか。

○ 資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。

○ 活動実績は見込みに見合ったものであるか。

資
金
の
流
れ

、
費

目
・
使
途

○ 支出先の選定は妥当か。競争性が確保されているか。

点
検
結
果

●事業の目的に沿った事業運営がなされていると認められる。
●我が国美術館のナショナルセンターとして、より意義ある展覧会の実施や、コレクションの充実などが求められる。
●監事及び外部有識者により構成される契約監視委員会において、法人が契約する個々の契約について、その契約の妥当性について審議を行い、議事概要をホーム
ページで公表するなどして、透明性・競争性の確保に努めており、適切な対応がなされていると認められる。
●展覧事業をはじめとする各事業は、第２期中期目標期間の最終年度として、中期目標を達成するための中期計画に沿って事業が展開され、全体として目標達成に向
けた積極的な活動が行われたと認められる。平成２３年度からの第３期中期目標期間においては、引き続き業務運営の効率化を進めるとともに、自己収入等の積極的な
確保が求められる。

○ 費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。

活
動
実
績

、
成
果
実

績

○ 他の手段と比較して実効性の高い手段となっているか。

○ 適切な成果目標を立て、その達成度は着実に向上しているか。

― 類似の事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担となっているか。

○ 整備された施設や成果物は十分に活用されているか。

予算監視・効率化チームの所見

一部改善

１．事業評価の観点：この事業は、独立行政法人に対する運営費交付金の交付事業であり、事業の効率化の観点から検証を行った。
２．所　　　　　見：これまでも業務運営の効率化に努めてきたところであるが、「独立行政法人の事務・事業の見直しの基本方針」(H22.12.7閣議決定)等を踏まえ、
自己収入の拡大、事業の優先度を踏まえた重点化、国の負担を増やさない形で事業の充実を図るべきである。
　なお、競争参加条件等のより一層の見直しを図るなど、契約の競争性、公平性、透明性を確保すべきである。

上記の予算監視・効率化チームの所見を踏まえた改善点（概算要求における反映状況等）

「独立行政法人の事務・事業の見直しの基本方針」（平成22年12月7日閣議決定）等を踏まえ、協賛金等の獲得や、キャンパスメンバーズの拡大、募金箱の設置等、継続して自
己収入拡大のための取組を実施している。また、一般競争入札等による競争性、公平性、透明性を確保するため、公告期間を延長するなど、自己収入の拡大及びコスト縮減
で、概算要求に▲199百万円反映した。

補記　（過去に事業仕分け・公開プロセス等の対象となっている場合はその結果も記載）



※平成22年度実績を記入

法人共通事業
2,353百万円

※【A】には、当該年度運営費交付金の執行分のほか、自己収入及び前年度以前の運営
費交付金債務からの執行分も含む。

展覧事業
3,642百万円

調査研究事業
172百万円

教育普及事業
1,178百万円

資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

文　化　庁
5,859百万円

〔交　付〕

独立行政法人国立美術館
7,346百万円(運営費交付金部門)

・美術品購入
・個人A
・５８０百万円

・会場管理等業
務
・鹿島建物総合
管理㈱
・２３８百万円

・電気料金
・東京電力（株）
・８４百万円

・公募展施設管
理業務
・ヤマトロジス
ティクス（株）
・６３百万円

・電気料金
・東京電力(株)
・１０百万円

・建物管理業務
・鹿島建物総合
管理(株)
・６百万円

・アートライブラ
リー閲覧サービス
業務
・社会福祉法人
埼玉福祉会
・６百万円

【Ｃ】調査研究事業

【Ｄ】教育普及事業

・研究紀要作成
・(株)アイメック
ス・ファインアート
・2百万円

【Ｂ】展覧事業

・映画フィルム複製
製造請負作業
・(株)ＩＭＡＧＩＣＡ
ウェスト
・４７百万円

・ガス料金
・東京ガス(株)
・３３百万円

・土地借料
・大阪市教育委
員会
・２５百万円

・水道料金
・東京都水道局
・１７百万円

・会場管理警備
業務
・(株)協栄
・５百万円

・映画フィルム購
入
・(株)角川書店
・４９百万円

・水道料金
・東京都水道局
・１７百万円

・図書・美術資料
保管業務
・三菱倉庫(株)
・２百万円

・ガス料金
・東京ガス(株)
・２百万円

・空調機増強工事
・ダイダン(株)
・３４百万円

・会場管理警備
業務
・(株)協栄
・２１百万円

・ガス料金
・東京ガス(株)
・１７百万円

・建物管理業務
・鹿島建物総合
管理(株)
・２２０百万円

・電気料金
・東京電力(株)
・８４百万円

・建物ｶﾞﾗｽ工事
・(株)フミン
・７６百万円

・ガス料金
・東京ガス(株)
・３３百万円

・アートライブラ
リー閲覧サービ
ス業務
・社会福祉法人
埼玉福祉会
・１８百万円

【Ｅ】法人共通事業

・土地借料
・(独）国立大学
財務・経営セン
ター
・５０１百万円

・電気料金
・東京電力(株)
・３１百万円

・ネット接続回線
等提供業務
・(株)ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｲﾆ
ｼｱﾃｨﾌﾞ
・１５百万円

・ｽｸﾘｭｰ冷凍機
圧縮機部品交
換
・鹿島建物総合
管理(株)
・１３百万円

・ＲＳチラー冷却
水ポンプの台数
制御
・鹿島建物総合
管理(株)
・１１百万円

・会計監査契約
・新日本有限責
任監査法人
・９百万円

・警備業務
・国際警備(株)
・８百万円

・公園用地使用・
占用料
・東京都東部公
園緑地事務所
・１１百万円

・設備保守業務
・高砂熱工業(株)
・１５百万円

・冷却水ポンプ流
量制御工事
・東洋熱工業(株)
・１３百万円

・清掃業務
・日本管財(株)
・６百万円

・設備管理保守
業務
・近鉄ﾋﾞﾙｻｰﾋﾞｽ
(株)
・２５百万円

独立行政法人国立美術館に対し、その業務の財源に充てるために必要な金額を
交付する。

展覧会の実施ならびに美術作
品の収集、所蔵作品の修理・
修復等

展示、教育普及、美術作品の保管・
修理等に関する調査研究等

美術に関するライブラリー事業、
所蔵作品等に関する講演会等
の開催、美術館を活用した鑑賞
教育に関する研修等

美術館全体の運営管理業務および
人件費（管理系、事業系を一括計
上）

【Ａ】

【Ｂ】 【Ｃ】 【Ｄ】 【Ｅ】

〔随意契約〕〔一般競争〕

【B-10】【B-2】 【B-7】
【B-4】

〔一般競争〕

【B-5】 【B-9】【B-1】

〔随意契約〕 〔随意契約〕〔随意契約〕 〔一般競争〕

【C-1】

〔随意競争〕〔一般競争〕

【D-3】

〔一般競争〕 〔公募・随意契約〕〔一般競争〕 〔一般競争〕〔随意契約〕 〔随意契約〕

【D-1】

〔一般競争〕 〔随意契約〕 〔一般競争〕 〔一般競争〕〔随意契約〕 〔随意契約〕

東京国立近代美
術館の電気使用
料

東京国立近代
美術館の建物
管理運営業務

東京国立近代美
術館のアートライ
ブラリ閲覧サービ
ス等業務

東京国立近代美術
館の図書資料及び
美術作品の保管業
務

国立新美術館
の土地借料

国立西洋美術
館のガス料金

【B-8】

【C-2】 【C-3】

【D-2】 【D-4】 【D-5】 【D-6】 【D-7】 【D-8】 【D-9】 【D-10】

【E-1】 【E-2】 【E-3】 【E-4】 【E-5】 【E-6】 【E-7】 【E-8】 【E-9】 【E-10】

【B-3】

【C-4】 【C-5】 【C-6】
【C-7】

【B-6】

独立行政法人国立美術館に対し、その業務の財源に充てるために必要な金額を
交付する。

展覧会の実施ならびに美術作
品の収集、所蔵作品の修理・
修復等

展示、教育普及、美術作品の保管・
修理等に関する調査研究等

美術に関するライブラリー事業、
所蔵作品等に関する講演会等
の開催、美術館を活用した鑑賞
教育に関する研修等

美術館全体の運営管理業務および
人件費（管理系、事業系を一括計
上）

【Ａ】

【Ｂ】 【Ｃ】 【Ｄ】 【Ｅ】

〔随意契約〕

【B-10】【B-2】

〔随意契約〕

【B-7】
【B-4】

〔一般競争〕

【B-5】 【B-9】【B-1】

〔随意契約〕 〔随意契約〕〔随意契約〕 〔一般競争〕

【C-1】

〔随意競争〕〔一般競争〕

【D-3】

〔一般競争〕〔一般競争〕 〔一般競争〕〔随意契約〕 〔随意契約〕

【D-1】

〔一般競争〕 〔随意契約〕 〔一般競争〕 〔企画競争〕〔随意契約〕 〔随意契約〕

東京国立近代
美術館の美術
作品の購入

  国立新美術館
 の管理運営・
 自主企画展
 看視・発券・
 検札・図録販
 売業務

国立新美術館の
企画展示室（2E）
系統の空調機の
冷却能力の増強
工事

国立新美術館の
電気使用料

国立西洋美術館
の研究紀要印刷
業務

  東京国立近代
  美術館フィルム
  センターの会場
  管理及び警備
  業務

東京国立近代
美術館の建物
管理運営業務

東京国立近代美
術館のガス使用料

国立新美術館の
管理運営・保存
建物監視業務

国立新美術館
の電気使用料

  国立新美術館
  東側・西側・南側
  ・北側の全面
  ガラスコーティ
  ング工事

国立新美術館の
ガス使用料

国立新美術館
アートライブラ
リー閲覧受付等
管理業務

  国立新美術館
  の水道・下水道
  使用料金

独立行政法人国
立美術館インター
ネット接続・拠点
間接続回線等提
供業務

  国立新美術館
  のスクリュー冷凍
  機圧縮機の部品
  交換

  国立新美術館
  のRSチラー
  冷却水ポンプ
  台数制御及び
  INV制御導入

  国立西洋美術
  館の公園用地
  使用・公園施設
  占用料

国立西洋美術
館の電気使用
料

国立国際美術
館の設備運転
管理等保守業
務

国立西洋美術
館の所蔵作品
展示会場管理
業務

東京国立近代美術館
フィルムセンター相模
原
分館の空調・換気・計
装
設備保守業務

国立西洋美術
館のガス料金

独立行政法人国
立美術館の会計
監査人契約

【B-8】

国立西洋美術館
の冷却水ポンプ流
量制御導入他工
事

京都国立近代
美術館の常駐
警備業務

国立国際美術
館の清掃業務

東京国立近代美術
館フィルムセンター
の映画フィルム購入

東京国立近代美術
館フィルムセンター
の映画フィルム複
製製造請負作業

国立国際美術
館の土地借料

国立新美術館
のガス使用料

国立新美術館の
水道・下水道使用
料

【C-2】 【C-3】

【D-2】 【D-4】 【D-5】 【D-6】 【D-7】 【D-8】 【D-9】 【D-10】

【E-1】 【E-2】 【E-3】 【E-4】 【E-5】 【E-6】 【E-7】 【E-8】 【E-9】 【E-10】

【B-3】

【C-4】 【C-5】 【C-6】
【C-7】

【B-6】

〔一般競争〕 〔随意契約〕 〔一般競争〕 〔随意契約〕〔随意契約〕 〔随意契約〕

〔一般競争〕 〔一般競争〕 〔随意契約〕

〔一般競争〕 〔一般競争〕

〔一般競争〕〔一般競争〕〔一般競争〕〔一般競争〕

国立新美術館が
許可した使用者
が実施する公募
展事業に係る施
設及び備品の各
種運用及び管理
等業務

※表示単位未満四捨五入の
関係で、積み上げと合計は一
致しない。



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。使
途と費目の双方
で実情が分かる

ように記載）

A.独立行政法人国立美術館 E.法人共通事業

費　目 使　途

土地借料、建物管理業務、光熱水料、警備業務等 1,315
事業費

（物件費）
所蔵品購入、光熱水料、会場管理業務等（内訳
はB～Dを参照）

4,993
管理費

（物件費）

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

事業系人件費 753

事業費
（人件費）

事業系人件費

管理費
（物件費）

土地借料、建物管理業務、光熱水料等 1,315
事業費

（人件費）

753
一般管理費
（人件費）

2,353

管理系人件費 285

一般管理費
（人件費）

管理系人件費 285

計 7,346 計

B.展覧事業 B-1.個人Ａ

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

東京国立近代美術館の美術作品の購入 580

計

事業費
（物件費）

所蔵品購入、光熱水料、建物管理業務等 3,642 その他

3,642 計

C.調査研究事業 B-2.鹿島建物総合管理（株）

580

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

238

国立新美術館の管理運営・自主企画展看視・発
券・検札・図録販売業務

238
事業費

（物件費）
ライブラリ閲覧サービス業務、光熱水料、印刷製
本費等

172 役務

計 172 計

D.教育普及事業 B-3.東京電力（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

84

事業費
（物件費）

光熱水料、ライブラリー閲覧サービス業務等 1,178 その他 国立新美術館の電気使用料 84

計 1,178 計

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。使
途と費目の双方
で実情が分かる

ように記載）

B-4.ヤマトロジスティクス（株） B-8.東京ガス（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

役務 33

計 63 計

国立新美術館が許可した使用者が実施する公募
展事業に係る施設及び備品の各種運用及び管理
等業務

63 その他 国立新美術館のガス使用料

33

B-5.（株）角川書店 B-9.大阪市教育委員会

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

25

国立国際美術館の土地借料 25その他
東京国立近代美術館フィルムセンターの映画フィ
ルム購入

49 借料

計 49 計

B-6.(株）ＩＭＡＧＩＣＡウェスト B-10.東京都水道局

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

国立新美術館の水道・下水道使用料 17

計

役務
東京国立近代美術館フィルムセンターの映画フィ
ルム複製製造請負作業

47 その他

47 計

B-7.ダイダン（株） C-1.東京電力（株）

17

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

10

東京国立近代美術館の電気使用料 10工事
国立新美術館の企画展示室（2E）系統の空調機
の冷却能力の増強工事

34 その他

計 34 計



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。使
途と費目の双方
で実情が分かる

ように記載）

C-2.鹿島建物総合管理（株） C-6.三菱倉庫（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

役務 2

計 6 計

東京国立近代美術館の建物管理業務 6 その他
東京国立近代美術館の図書資料及び美術作品の
保管業務

2

C-3.社会福祉法人埼玉福祉会 C-7.東京ガス（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

東京国立近代美術館のガス使用料 2

計

役務
東京国立近代美術館のアートライブラリ閲覧サー
ビス等業務

6 その他

6 計

C-4.（株）協栄 D-1.鹿島建物総合管理（株）

2

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

220

国立新美術館の管理運営・保存建物監視業務 220役務
東京国立近代美術館フィルムセンターの会場管
理及び警備業務

5 役務

計 5 計

C-5.（株）アイメックス・ファインアート D-2.東京電力（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

84

役務 国立西洋美術館の研究紀要印刷業務 2 その他 国立新美術館の電気使用料 84

計 2 計

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。使
途と費目の双方
で実情が分かる

ように記載）

D-3.（株）フミン D-7.（株）インターネットイニシアティブ

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

工事 15

計 76 計

国立新美術館東側・西側・南側・北側の全面ガラ
スコーティング工事

76 役務
独立行政法人国立美術館インターネット接続・拠点
間接続回線等提供業務

15

D-4.東京ガス（株） D-8.鹿島建物総合管理（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

13

国立新美術館のスクリュー冷凍機圧縮機の部品
交換

13その他 国立新美術館のガス使用料 33 役務

計 33 計

D-5.社会福祉法人埼玉福祉会 D-9.鹿島建物総合管理（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

国立新美術館のRSチラー冷却水ポンプ台数制御
及びINV制御導入

11

計

役務
国立新美術館アートライブラリー閲覧受付等管理
業務

18 役務

18 計

D-6.東京都水道局 D-10.東京都東部公園緑地事務所

11

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

11

国立西洋美術館の公園用地使用・公園施設占用
料

11その他 国立新美術館の水道・下水道使用料金 17 借料

計 17 計

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。使
途と費目の双方
で実情が分かる

ように記載）

E-1.（独）国立大学財務・経営センター E-5.東京ガス（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

借料 17

計 501 計

国立新美術館の土地借料 501 その他 国立西洋美術館のガス使用料

17

E-2.東京電力（株） E-6.高砂熱工業（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

東京国立近代美術館フィルムセンター相模原分館
の空調・換気・計装設備保守業務

15

計

その他 国立西洋美術館の電気使用料 31 役務

31 計

E-3.近鉄ビルサービス（株） E-7.東洋熱工業（株）

15

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

13

国立西洋美術館の冷却水ポンプ流量制御導入他
工事

13役務 国立国際美術館の設備運転管理等保守業務 25 工事

計 25 計

E-4.（株）協栄 E-8.新日本有限責任監査法人

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

9

役務 国立西洋美術館の所蔵作品展示会場管理業務 21 役務 独立行政法人国立美術館の会計監査人契約 9

計 21 計



費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出され
ている者につい
て記載する。使
途と費目の双方
で実情が分かる

ように記載）

E-9.国際警備（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

役務

計 8

京都国立近代美術館の常駐警備業務 8

E-10.日本管財（株）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

役務 国立国際美術館の清掃業務 6

計 6



支出先上位１０者リスト
B.展覧事業

C.調査研究事業

D.教育普及事業

E..法人共通事業

入札者数 落札率支　出　先 業　務　概　要 支　出　額

随意契約 -

2 鹿島建物総合管理（株）

1 個人Ａ 東京国立近代美術館の美術作品の購入 580

国立新美術館の管理運営・自主企画展看視・発券・検札・図録販売業務 238

1 95.1

随意契約 -

2 94.3

3 東京電力（株） 国立新美術館の電気使用料 84

4 ヤマトロジスティクス（株） 国立新美術館が許可した使用者が実施する公募展事業に係る施設及び備品の各種運用及び管理等業務 63

随意契約 -

6 （株）ＩＭＡＧＩＣＡウェスト

5 （株）角川書店 東京国立近代美術館フィルムセンターの映画フィルム購入 49

東京国立近代美術館フィルムセンターの映画フィルム複製製造請負作業 47

1 94.4

随意契約 -

1 100

7 ダイダン（株） 国立新美術館の企画展示室（2E）系統の空調機の冷却能力の増強工事 34

8 東京ガス（株） 国立新美術館のガス使用料 33

随意契約 -

10 東京都水道局

9 大阪市教育委員会 国立国際美術館の土地借料 25

国立新美術館の水道・下水道使用料 17

随意契約 -

入札者数 落札率

随意契約 -

支　出　先 業　務　概　要 支　出　額

1 東京電力（株） 東京国立近代美術館の電気使用料 10

2 81.5

3 社会福祉法人埼玉福祉会

2 鹿島建物総合管理（株） 東京国立近代美術館の建物管理業務 6

東京国立近代美術館のアートライブラリ閲覧サービス等業務 6

随意契約 -

1 99.9

2 90.5

4 （株）協栄 東京国立近代美術館フィルムセンターの会場管理及び警備業務 5

5 （株）アイメックス・ファインアート 国立西洋美術館の研究紀要印刷業務　 2

随意契約 -

7 東京ガス（株）

6 三菱倉庫（株） 東京国立近代美術館の図書資料及び美術作品の保管業務 2

東京国立近代美術館のガス使用料 2 随意契約 -

8

9

支　出　先

10

業　務　概　要 支　出　額

随意契約 -

2 94.3

入札者数 落札率

1 鹿島建物総合管理（株） 国立新美術館の管理運営・保存建物監視業務 220

2 東京電力（株） 国立新美術館の電気使用料 84

2 96

4 東京ガス（株）

3 （株）フミン 国立新美術館東側・西側・南側・北側の全面ガラスコーティング工事 76

国立新美術館のガス使用料 33

随意契約 -

2 93.8

1 99.1

5 社会福祉法人埼玉福祉会 国立新美術館アートライブラリー閲覧受付等管理業務 18

6 東京都水道局 国立新美術館の水道・下水道使用料金 17

1 100

8 鹿島建物総合管理（株）

7 （株）インターネットイニシアティブ 独立行政法人国立美術館インターネット接続・拠点間接続回線等提供業務 15

国立新美術館のスクリュー冷凍機圧縮機の部品交換 13

随意契約 -

1 86.3

1 93.4

9 鹿島建物総合管理（株） 国立新美術館のRSチラー冷却水ポンプ台数制御及びINV制御導入 11

10 東京都東部公園緑地事務所 国立西洋美術館の公園用地使用・公園施設占用料 11

入札者数 落札率

1 （独）国立大学財務・経営センター

支　出　先 業　務　概　要 支　出　額

国立新美術館の土地借料 501

4 97.6

随意契約 -

随意契約 -

2 東京電力（株） 国立西洋美術館の電気使用料 31

3 近鉄ビルサービス（株） 国立国際美術館の設備運転管理等保守業務 25

21 1 92.8

5 東京ガス（株）

77

1 99.7

随意契約 -

15

国立西洋美術館のガス使用料 17

2

91.8

80

8 新日本有限責任監査法人 独立行政法人国立美術館の会計監査人契約 9 4 100

9 7

10 日本管財（株） 国立国際美術館の清掃業務

6 高砂熱工業（株） 東京国立近代美術館フィルムセンター相模原分館の空調・換気・計装設備保守業務

4 （株）協栄 国立西洋美術館の所蔵作品展示会場管理業務

6 3

7 東洋熱工業（株） 国立西洋美術館の冷却水ポンプ流量制御導入他工事

国際警備（株） 京都国立近代美術館の常駐警備業務 8

13


